
 37　久米島町

パ 細 R3事業内容 R3活動目標（指標） 今後の展開方針等 補足説明等

1 ① 優良雌牛導入事業
H26
～
R3

　農家の経営の安定化に向けて、
町内の繁殖農家が生産する子牛
の品質及び価格を向上させるた
め、優良繁殖雌牛を導入する畜産
農家または優良繁殖雌牛を導入し
農家へ貸付を行う団体に対し、導
入に係る経費の支援を行う。

Ｒ3導入目標：50頭
導入した優良雌牛から生まれた子牛と
そうでない子牛との価格差の割合：
105％以上

【今後のスケジュール】
今後は優良雌牛導入牛から生まれた
子牛の一部を母牛候補として積極的に
保留する取り組みを実施する。

【R3成果目標設定の考え方】
過去の実績を勘案して設定した。

1 ②
水産物加工場機能強化
事業

R3

　水産物加工品が安定生産、安定
供給できる体制を整え、出荷量の
増加を図るため、水産物加工処理
施設の生産機能強化への支援を
行う。

加工機械の整備
・真空包装機
・急速冷凍機
・高速脱水機
・アーサ洗浄前ほぐし機
・レトルト釜
・専用運搬保冷コンテナ
・冷凍ショーケース

水産物加工処理施設で製品化された
水産物の出荷量及び直売実績
130,000kg以上／年
直売予想 500千円

【今後のスケジュール】
整備した加工機械を活用し、水産物加
工品の安定生産、安定供給により、水
産物の出荷量及び加工販売の増加を
図る。

【R3成果目標設定の考え方】
出荷量の実績及び漁協の販売計画を
勘案して設定した。

1 ③
久米島町循環型農業促
進事業

H25
～
R3

　地域資源を活用した循環型農業
の構築を促進するため、堆肥セン
ターの生産ラインの機能強化を行
う。

・堆肥袋積み付け機整備
・堆肥ふるい分機整備
・ホイルローダ整備
・堆肥集積置場測量設計
・堆肥集積置場造成工事

袋詰め堆肥出荷量
17,000袋以上／年

【今後のスケジュール】
機能強化により袋詰め堆肥の安定供給
を確立後、島外出荷を含めて販路を拡
大する。

【R3成果目標設定の考え方】
過去の実績を勘案して設定した。

1 ④ 冷蔵コンテナ導入事業 R3

島の農産物が気温に左右されず
安定して供給できる体制を構築す
るため、冷蔵コンテナを導入し、出
荷体制機能強化を図る。

冷蔵コンテナ導入完了
電気工事完了

冷蔵コンテナ導入完了
電気工事完了

【今後のスケジュール】
冷蔵コンテナを活用し生産額の増加を図
る。

【R3成果目標設定の考え方】
R3年度に導入し、R4年供用開始とする。
【R4成果目標設定の考え方】
過去の生産額実績を勘案して設定した。

2 ① 久米島紬販売促進事業
H24
～
R3

　久米島紬及び関連商品の売上増
加を図るため、久米島紬事業協同
組合が実施する販促活動を支援す
る。

物産展等への出展
呉服店（問屋）へのセールス
新商品開発（10反）

久米島紬及び関連商品の年間売上高
①反物売上額　6,300万円以上
②小物売上額　1,200万円以上

【今後のスケジュール】
これまで開発した商品を活用し、久米
島紬に係る商品の売上増加に繋げる。

【R3成果目標設定の考え方】
過去の実績を勘案して設定した。

令和３年度　沖縄振興特別推進交付金（市町村）成果目標一覧

久米島町
事業
番号

事業名
計画
期間

事業概要
R3成果目標（指標）

備   考

R2活動目標（指標）：令和2年度における当該事業の主な取組や事業量をあらわしたもの。
R2成果目標（指標）：令和2年度における当該事業の実績や成果をあらわしたもの。なお成果目標（指標）は事後評価を行う時期（来年夏頃）までに把握できるものを記載している。
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2 ②
久米島特産品販路開拓
事業

H25
～
R3

　島の特産品の売上増加を図るた
め、久米島商工会が行う特産品の
販促活動やPR活動へ支援を行う。

県内外での物産展開催、出展（5回）
県外でのビジネスマッチング（1回）

・開催、出展した物産展における島特
産品の販売額:3,550万円以上

・ビジネスマッチングによる新規取引総
数:5件

【今後のスケジュール】
これまで獲得した取引先および販路を
活用し、継続的に島の特産品の売上増
加を図る。

【R3成果目標設定の考え方】
過去の実績を勘案して設定した。

2 ③
地域型就業意識向上支
援事業

H30
～
R3

　児童生徒の就業意識の向上を図
るため、児童生徒を対象としたキャ
リア教育等を実施する。

・ジョブシャドウイング（小）
・インターンシップ（高）
・職場体験（中）
・職業人講話（小高）
・教員向けキャリア教育研修
・グッジョブ連携協議会の開催
・追跡調査の実施

各種取組に参加した児童生徒へアン
ケートを実施し、「職業に対して『良いイ
メージ』と回答した割合（90%以上）」によ
り本事業の効果を検証する。

【今後のスケジュール】
これまで蓄積してきたキャリア育成に係
るノウハウを活用し、継続的に児童生
徒の就業意識の向上を図る。

【R3成果目標設定の考え方】
大多数の児童生徒の就業意識が向上
したと考えられる数値として設定した。
また、本事業のあり方についてアンケー
トにより検証する。

3 ① 観光誘客促進事業
H26
～
R3

　観光地としての知名度向上を図
るため、「久米島観光の日」イベン
トの開催や県内外のイベントでの
PR活動を行う とともに観光閑散期
 対策として、LCCを活用した久米
 島、宮古島周遊ツターの造成に向
 けた支援を行う。また、観光客の利
便性を確保するため、久米島空港
内に観光案内所を設置する。

・観光広報活動（「久米島観光の日」イ
ベント開催、県内イベント参加４件、県
外イベント参加１件）

・久米島空港観光案内業務

 ・2島周遊ツアーの造成

①島外でのイベント来場者にアンケート
を実施し、久米島に「いま訪れたい」と
回答した割合80％以上を含め、アン
ケートにより本事業のあり方について検
証する。

②来島した観光客へアンケートを実施
し、観光案内所があることで利便性が
確保されていると回答した割合80％以
上を含め、アンケートにより本事業のあ
り方について検証する。

 ③２島周遊ツアーへの参加者数：2,800
 名

【今後のスケジュール】
第二次久米島観光振興計画に基づく観
光入域数の目標達成に向けて、観光振
興施策を実施する。
【目標】
・R3　122,000人
・R4　126,000人

【R3成果目標設定の考え方】
アンケート対象者の大多数にとって利
便性が確保された、観光地として認知
されたと考えられる数値として設定し
た。また、本事業のあり方についてアン
ケートにより検証する。

3 ②
体験交流型観光商品開
発販売促進事業

H26
～
R3

　観光関連商品の売上増加を図る
ため、観光体験プログラムの販売
促進及び民泊受入体制の整備・強
化を行う。

・観光体験プログラムの販売促進
・民泊受入体制の整備、強化

観光体験プログラム売上額
14,035,802円以上

【今後のスケジュール】
今後も体験プログラムの質の向上や人
材育成に取組み、観光関連商品の売り
上げ増加を図る。

【R3成果目標設定の考え方】
過去の実績を勘案して設定した。

3 ③
航空運賃コスト負担軽
減事業

H30
～
R3

　久米島へ来訪する人の渡航費負
担を軽減させ、観光入域者数の増
加を図るため、航空事業者が観光
客等に対して運賃を割り引いて販
売した際の差額分を補填する。

交流人口を対象とした航空運賃割引の
実施

久米島町への観光入域者数：122,000
人以上

【今後のスケジュール】
・第二次観光振興基本計画に基づき、
入域観光客数の増加を目指す。

【R2成果目標設定の考え方】
久米島町観光振興基本計画に基づき
設定した。

R2活動目標（指標）：令和2年度における当該事業の主な取組や事業量をあらわしたもの。
R2成果目標（指標）：令和2年度における当該事業の実績や成果をあらわしたもの。なお成果目標（指標）は事後評価を行う時期（来年夏頃）までに把握できるものを記載している。
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久米島町
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3 ④
久米島観光プロモー
ション

H26
～
R3

　久米島町の観光誘客を図るた
め、プロモーションに効果的な戦略
を構築し、国内外へプロモーション
を実施する。

・国内向けプロモーション
・国外向けプロモーション

久米島町への観光入域数： 122,000人
以上

【今後のスケジュール】
・第二次観光振興基本計画に基づき、
入域観光客数の増加と観光消費額の
増加を目指す。

【R3成果目標設定の考え方】
久米島町観光振興基本計画に基づき
設定した。

4 ①
島外保育士確保対策事
業

Ｒ3
　待機児童の解消に必要な保育士
の確保を図るため、島外からの保
育士誘致等を行う。

島外保育士の渡航費、転居費の支援
保育所等利用待機児童数調査におけ
る待機児童数
0人/R4.4.1時点

【今後のスケジュール】
今後も保育士誘致に取り組み、待機児
童の解消に必要な保育士の確保を図
る。

【R3成果目標設定の考え方】
過去の実績を勘案して設定した。

5 ① 文化遺産保存活用事業
H24
～
R3

　地域の歴史文化の継承を図るた
め、古文書の修復及び翻刻並びに
口語訳を行う。

・古文書修復　件数：229件
・翻刻・口語訳　件数：30件
・修復資料速報展示を行う

・修復を行った古文書の利用件数
120件以上

・調査利用者
5名以上

・修復資料の見学者数
6319人以上

【今後のスケジュール】
今後は、修復した資料を積極的に展示
会及び研究紀要等において公開し、併
せて研究者への調査利用も積極的に
受け入れ、得られた調査成果の公開も
行っていく。

【R3成果目標設定の考え方】
過去の実績を勘案して設定した。

6 ① 英語指導員配置事業
H24
～
R3

　小学生の英語への興味・関心を
高めるため、小学校に英語指導員
を配置し、外国語授業等の支援を
行う。

英語指導員を配置し、外国語授業等で
の支援実施

管内６小学校の児童が英語に対する興
味・関心が高まったか（８５％以上）を含
め、児童へのアンケートにより本事業の
あり方を検証する。

【今後のスケジュール】
今後も、英語指導員を配置し、外国語
授業等の支援に取り組むことで、小学
生の英語への興味関心を高める。

【Ｒ3成果目標設定の考え方】
・対象児童の大多数が興味・関心が高
まったと考えられる数値として設定し
た。

6 ②
基礎学力向上学習支援
員配置事業

H26
～
R3

　児童の学力向上を図るため、小
学校に学習指導員を配置し、国
語・算数を中心に学習未定着の児
童を対象とした学習支援を行う。

基礎学力学習支援員を配置し、学習支
援を実施

・沖縄県達成度調査において、国語・算
数で

小学生（５年生・６年生）
　県平均＋2点以上

【今後のスケジュール】
今後も、学習未定着児を対象とし個々
の習熟に応じた学習支援に取り組み、
児童の学力向上を図る。

【Ｒ3成果目標設定の考え方】
過去の実績を勘案して設定した。

6 ③
特別支援教育支援員配
置事業

H26
～
R3

　特別な教育的支援を必要とする
児童生徒の学校生活や学習上の
困難の改善を図るため、特別支援
教育支援員を各学校に配置する。

特別支援教育支援員を配置し、必要と
する児童生徒の支援を行う。

・特別支援教育支援員の対応への満足
度（８５％以上）を含め、対象児童生徒
の保護者へのアンケートを実施し、本
事業のあり方を検証する。

【今後のスケジュール】
今後も、困難を抱える児童生徒に対し
て支援を行い、学校生活や学習上の困
難の改善を図る。

【Ｒ3成果目標設定の考え方】
過去の実績を勘案して設定した。

R2活動目標（指標）：令和2年度における当該事業の主な取組や事業量をあらわしたもの。
R2成果目標（指標）：令和2年度における当該事業の実績や成果をあらわしたもの。なお成果目標（指標）は事後評価を行う時期（来年夏頃）までに把握できるものを記載している。
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6 ④
児童・生徒各種大会派
遣支援事業

H27
～
R3

　島外の人との競争や交流の機会
を確保し、生徒に広い視野を持た
せるため、課外活動として島外で
開催される各種大会・コンクールへ
参加する生徒に対し、派遣旅費の
支援を行う。

中学校の課外学習である久米島町外
開催の各種大会等への渡航費用等へ
の補助金支給。

　派遣によって生徒の視野が広がった
か（80%以上）を含め、児童生徒の保護
者に対してアンケートを行い、本事業の
あり方を検証する。

【今後のスケジュール】
今後も各種大会派遣における渡航費等
を補助することで島外の人との競争や
交流の機会を確保し、生徒に広い視野
を持たせる。

【R3成果目標設定の考え方】
対象者児童・生徒の大多数が広い視野
を持てたと考えられる数値として設定し
た。また、アンケートにより本事業のあ
り方について検証する。

R2活動目標（指標）：令和2年度における当該事業の主な取組や事業量をあらわしたもの。
R2成果目標（指標）：令和2年度における当該事業の実績や成果をあらわしたもの。なお成果目標（指標）は事後評価を行う時期（来年夏頃）までに把握できるものを記載している。


